
　　　　　　　

　　　　　　平成１７年１０月３１日

  各  　 位

　　　 会 社 名 株 式 会 社     松       風
代 表 者 名 取締役社長      太 田 勝 也
( コ ー ド 番 号 ７９７９  大証第二部 )
問 合 せ 先 取締役財務部長  松 村 光 常
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＴＥＬ 075－561－1112)

業績予想の修正に関するお知らせ

　　　　　　最近の業績の動向等を踏まえ、平成１７年５月１６日の決算発表時に公表いたしました平成１８年３月期

　　　（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の業績予想を、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせ

　　　いたします。

記

１．個別業績予想の修正

　　　（１）平成１８年３月期（個別）中間業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

売  上  高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想 （Ａ）          ６，４４４               ４４０               ２６７
今回修正予想 （Ｂ）          ６，３２０               ６２０               ４００
増減額 （Ｂ）－（Ａ）    △１２４  １７９   １３２
増減率 （％）    △１．９ ４０．９ 　　　 ４９．７

前期（平成１７年３月期中間）実績  ６，３６１    ５４６ ３４２

　　 （２）平成１８年３月期（個別）通期業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

売  上  高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想 （Ａ）          １２，８４０               ８６２ ５２１

今回修正予想 （Ｂ）          １２，８４０               ９５７ ６０２

増減額 （Ｂ）－（Ａ）    －  ９４   ８１
増減率 （％）    － １０．９ 　　　 １５．７

前期（平成１７年３月期通期）実績 １２，６１５    ８７４ ４５８

　２．連結業績予想の修正

      （１）平成１８年３月期（連結）中間業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

売  上  高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想 （Ａ）         ７，２６７              ６３２               ３６８
今回修正予想 （Ｂ）    ７，２３０              ７９０               ４８０
増減額 （Ｂ）－（Ａ） 　 △３７    １５７   １１１
増減率 （％）    △０．５  ２４．８   ３０．４

前期（平成１７年３月期中間）実績         ７，０６３   ６５２   ３８６



 
　　 （２）平成１８年３月期（連結）通期業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

売  上  高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想 （Ａ）         １４，５０９ １，２３５               ７３０
今回修正予想 （Ｂ）    １４，５０９              １，２８７               ７７７
増減額 （Ｂ）－（Ａ） 　 －    ５２   ４７
増減率 （％） －  ４．２   ６．５

前期（平成１７年３月期通期）実績        １４，２３１   １，２００   ７９４

 ３．修正の理由

　　　　（１）個別業績予想の修正理由

　　　　　　　 当中間期の売上高は、国内売上は堅調に推移しましたが、海外売上が当初予想に比べて減収となり、
売上高全体としては、前回発表予想と比較して僅かながら減収となる見込みであります。また通期では、

海外売上の下期回復を見込み、前回発表の業績予想値となる見通しであります。

　　　　　　　 利益面では上期発生予定の一部経費が下期にずれ込み、営業外収益では受取配当金や投資事業組
合運用益、保険収入等が計画比増加、また特別利益で貸倒引当金戻入益が発生したこと等により、利益

が前回予想に比べて増加する見込みであります。通期におきましては、下期に未消化分経費の発生が見

込まれることから中間期と比較して増益幅は減少する見通しであります。

　　　　（２）連結業績予想の修正理由

　　　　　　　 連結売上高は中間期、通期ともほぼ前回予想どおり推移する見込みでありますが、利益面では個別業
績の当中間期の増益要因等により、中間期及び通期で前回予想より好転する見通しであります。

  　＜業績等の予想に関する注意事項＞
　 　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発
表日現在における仮定を前提としています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　以  上


